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環境理念

環境方針

京阪グループは、「地球環境の保全は人類共通の重要課題の一つである」との認識のもと、環境の保全や資源の
保護に配慮し、自然環境にやさしい企業運営を目指すことで、持続的に発展できる社会の実現に貢献します。

京阪電気鉄道は、京阪グループの環境理念に基づき、鉄道事業を基幹と
した様々な事業活動から生じる環境への影響に配慮し対応していくこと
を社会的責務と認識し、次の通り「環境方針」を定めます。

１. 意識の向上 　   私たちは、環境への影響を常に考えながら業務に取り組み、
　　　　　　　　 環境問題に対する意識の向上を図ります。

２. 法規の遵守 　   私たちは、環境に関する法規制や当社が受け入れを決めた
　　　　　　　　 要求事項を遵守します。

３. 目的や目標の設定と継続的な改善
　　　　　　　　 私たちは、環境にやさしい事業運営につながる目的や目標を
　　　　　　　　 設定し、それらを達成するために仕事の進め方を見直しながら、
　　　　　　　　 継続的な改善を推し進めます。

４. 環境負荷の低減や環境汚染の予防
　　　　　　　　 私たちは、限りある資源を有効に利用し、省資源・省エネルギー
　　　　　　　　 の推進や廃棄物の削減などを図ることにより、環境負荷の低減
　　　　　　　　 や環境汚染の予防に努めます。

５. 重点実施項目    私たちは、当社の事業活動による環境面での影響の特性を
　　　　　　　　 考慮し、次の項目について重点的に取り組みます。
　　　　　　　　 （1） 鉄道騒音・振動の低減   （2） 鉄道電力の削減 
　　　　　　　　 （3） 環境配慮設計の推進    （4） 公共交通利用促進

６. 地域社会への貢献
　　　　　　　　 私たちは、企業市民であるという自覚を持ち、
　　　　　　　　 環境に配慮した日常の行動を通じて地域社会に貢献します。

※この環境方針は、全従業員に周知させる
　とともに、社外にも公開します。

　「環境理念」や「環境方針」を記載した
携帯用の「ecoカード」を全社員に配布
し、環境理念・方針の浸透を図っています。
また、「私の取組み」欄に個々の目標を
記入することで、環境保全への意識をよ
り一層高めています。

　当社の環境マネジメントシステム
(京阪EMS)は、ISO14001の要求事項に
適合した環境管理規程で定められてお
り、社長の下に環境管理責任者を設置し、
各部門長から構成される環境会議を
開催することで全体の統括を行ってい
ます。また、環境管理責任者は、複数の
部門で横断的に取り組むべき事項につ
いてはプロジェクトを設置し、環境負荷
低減の取り組みを推進しています。
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■ 環境マネジメント体制 （平成21年7月現在） ■ PDCAの実行
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※プロジェクト長は、環境管理責任者が選任します。　※ひらかたパークは独自にISO14001を認証取得しています。

継続的改善

環境目的・
目標の設定
環境会議

運用・管理
各部門、

プロジェクト

当社の
環境影響
の評価

是正・予防
措置

監視・測定
環境監査

DO

CHECKACT

PLAN

▲ecoカード


